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周産期母子医療センターと母体搬送ネットワーク連携病院

病院名二次医療圏
（総合）千葉大学医学部附属病院
（地域）千葉市立海浜病院
（地域）千葉県こども病院

千葉

（総合）東京女子医科大学八千代医療センター
（地域）順天堂大学医学部附属浦安病院
（地域）船橋中央病院
（連携）東京歯科大学市川総合病院
（連携）船橋市立医療センター

東葛南部

（地域）松戸市立総合医療センター
（連携）東京慈恵会医科大学附属柏病院

東葛北部

（地域）成田赤十字病院
（地域）東邦大学医療センター佐倉病院
（連携）日本医科大学千葉北総病院

印旛

（地域）総合病院国保旭中央病院香取海匝
未設置山武長生夷隅
（総合）亀田総合病院安房
（地域）君津中央病院君津
（連携）帝京大学ちば総合医療センター市原
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周産期母子医療センター及び
母体搬送ネットワーク連携病院
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ＮＩＣＵ・ＭＦＩＣＵの必要数
国指針による
MFICU病床数

MFICU
（加算のみ）

国指針による
NICU病床数

NICU病床数
(加算のみ）

出生
(R4)

人口
(R4.4)

施設名医療圏

（出生1万あたり7～9
床）

実保有数

（出生1万あたり25～30
床）

実保有数

9床7床30床25 床

5.24.0
6

17.314.4

15

5,777976,925

（総合）千葉大学医学部附属病院

千葉 321（地域）千葉市立海浜病院

09（地域）千葉県こども病院

10.68.3
6

35.529.6

21

11,8271,797,978

（総合）東京女子医科大学八千代医療センター

東葛南部 09（地域）順天堂大学浦安病院

015（地域）船橋中央病院

8.26.4027.322.8159,1081,414,539（地域）松戸市立総合医療センター東葛北部

3.52.7
0

11.69.7
9

3,875714,962
（地域）成田赤十字病院

印旛
06（地域）東邦大学医療センター佐倉病院

0.90.702.92.59983255,033（地域）旭中央病院香取海匝

0.40.361.31.19441116,786（総合）亀田総合病院安房

1.81.406.05.092,004322,359（地域）君津中央病院君津

1.31.04.23.51,399266,493市原

1.41.14.74.71,552402,504山武長生夷隅

33.325.921110.992.414736,9666,267,579合計

4病院12病院

45

45
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周産期母子医療センター別分娩数
出典：令和４年度千葉県周産期医療体制に係る調査
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周産期母子医療センター
分娩時週数別新生児数

出典：令和４年度千葉県周産期医療体制に係る調査
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医療連携の状況（産科）
出典：令和４年度千葉県周産期医療体制に係る調査

循環器心臓外脳外
助産師外来院内助産医療機関

可可可有無千葉大学

可可可有無女子八千代

可可可無無亀田総合

否否否無無海浜病院

否否否有無船橋中央

可可可有有順天浦安

可可可無無松戸市立

可可可有無成田日赤

可否可有無東邦佐倉

可可可有無旭中央

可可可無無君津中央
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医療連携の状況（新生児）
出典：令和４年度千葉県周産期医療体制に係る調査

新生児
小児外科

新生児
循環器

新生児
心臓外

新生児
脳外

医療機関

可可否否千葉大学

可可否可女子八千代

可可否否亀田総合

可可可可海浜病院

可可可可こども病院

可可否否船橋中央

可可可可順天浦安

可可可可松戸市立

否否否否成田日赤

否否否可東邦佐倉

否可否可旭中央

可可可可君津中央 8



Ｃ-２

月の上限を超える場合の面接指導と就業上の措置

将来に向けて
縮減方向

2024年４月～

年960時間／
月100時間未満（例外あり）
※いずれも休日労働含む

年1,860時間／
月100時間未満（例外あり）
※いずれも休日労働含む

（原則）
１か月45時間
１年360時間

※この（原則）については医師も同様。

（例外）
・年720時間
・複数月平均80時間
（休日労働含む）
・月100時間未満
（休日労働含む）
年間６か月まで

Ａ：診療従事勤
務医に2024年度
以降適用される

水準

※実際に定める３６協定
の上限時間数が一般則を
超えない場合を除く。

連続勤務
時間制限
28時間・
勤務間イ
ンターバ
ル９時間
の確保・
代償休息
のセット
（義務）

連続勤務時
間制限28時
間・勤務間
インターバ
ル９時間の
確保・代償
休息のセッ
ト（義務）

※臨床研修医に
ついては連続勤
務時間制限を強
化して徹底

Ａ

将来
（暫定特例水準の解消

（＝2035年度末を目標）
後）

一般則

※実際に定める３
６協定の上限時間
数が一般則を超え
ない場合を除く。

連続勤務時
間制限28時
間・勤務間
インターバ
ル９時間の
確保・代償
休息のセッ
ト（義務）

連続勤務時間制限28時
間・勤務間インターバ
ル９時間の確保・代償
休息のセット（努力義
務）

連続勤務時間制
限28時間・勤務
間インターバル
９時間の確保・
代償休息のセッ
ト（努力義務）

【
追
加
的
健
康
確
保
措
置
】

【
時
間
外
労
働
の
上
限
】

年1,860時間／月100時間未満（例外あり）
※いずれも休日労働含む
⇒将来に向けて縮減方向

集
中
的
技
能
向
上
水
準

(

医
療
機
関
を
指
定)

Ｃ-１ Ｃ-２
Ｃ-１：臨床研修医・専攻医が、研修

プログラムに沿って基礎的な技能や

能力を修得する際に適用

※本人がプログラムを選択

Ｃ-２：医籍登録後の臨床従事６年目

以降の者が、高度技能の育成が公益

上必要な分野について、指定された

医療機関で診療に従事する際に適用

※本人の発意により計画を作成し、

医療機関が審査組織に承認申請

Ｃ-１Ｃ-２

年960時間／
月100時間（例外あり）
※いずれも休日労働含む

※あわせて月155時間を超える場合には労働時間短縮の具体的措置を講ずる。

地
域
医
療
確
保
暫
定
特

例
水
準

(

医
療
機
関
を
指
定)

連携Ｂ Ｂ

※連携Ｂの場合は、個々の医療機関における時間外・休日労働の上限は年960時間以下。

医師の時間外労働規制について
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周産期母子医療センター
医師数（新生児科・産科）について

出典：令和４年度千葉県周産期医療体制に係る調査
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妊産婦入院調整業務支援システム

母体搬送コー
ディネーター

周産期母子
医療センター

周産期母子
医療センター

かかりつけ医
県

妊産婦入院調整業務支援システム

閲覧➀入院調整
（電話等）

閲覧

閲覧 閲覧

掲示板機能活用した情報交換

＜主な手順＞
1)かかりつけ医は、地域の周
産期母子医療センター連絡
する。

２)地域の周産期母子医療セン
ターは、自院で受入不可の
場合、自身または母体搬
送コーディネータが、
システムで、各周産期母子
医療センターに、受入可否
を一斉照会

3)各周産期母子医療センター
は、必要に応じて情報交換⇓

受入先決定

地域の周産期母子
医療センター等

各地域の周産期母子医療センターが発報するが、
繁忙時は、母体搬送コーディネータが代行

②一斉照会による入院調整

③受入可否回答

⑤回答結果が自動集計され関係者で共有可能

③受入可否回答
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妊産婦入院調整業務支援システム実績

取下げ件数決定件数依頼件数年度

１４０４１
令和３年度
（R3年10月～R4 年3月）

４１３９１４３
令和４年度
（R4年4月～R5年3月）

10１２３１３３
令和５年度
（R5年4月～R6年1月）

１５３０２３１７合計
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システム発報から決定までの所要時間

令和３年１１月～令和５年７月末まで
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10分以内 20分以内 30分以内 40分以内 50分以内 60分以内 1時間以上 取り下げ等

（人）
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システム発報状況
令和３年１１月～令和５年７月末まで

0 5 10 15 20 25 30 35 40

千葉大学医学部附属病院

千葉市立海浜病院

千葉県立こども病院

東京女子医科大学附属八千代医療センター

船橋中央病院

順天堂大学医学部附属浦安病院

松戸市立総合医療センター

東邦大学医療センター佐倉病院

成田赤十字病院

総合病院国保旭中央病院

亀田総合病院

国保直営総合病院君津中央病院

帝京ちば

東京歯科大学市川総合

コーディネーター
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システムによる妊産婦の入院受入れ状況
令和３年１１月～令和５年７月末まで

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45

千葉大学医学部附属病院
千葉市立海浜病院

東京女子医科大学附属八千代医療センター
船橋中央病院

順天堂大学医学部附属浦安病院
松戸市立総合医療センター

東邦大学医療センター佐倉病院
成田赤十字病院

総合病院国保旭中央病院
亀田総合病院

国保直営総合病院君津中央病院
東京慈恵会医科大学柏病院
東京慈恵会医科大学（東京）

帝京大学千葉
東京歯科大学市川

山口病院
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周産期母子医療センターへの補助金について

令和４年度確定額（円）補助金名

547,113,000➀周産期医療施設運営費補助金

21,031,000②周産期医療施設（設備）整備事業
（地方公共団体及び地方独立行政法人を除く）

34,232,000③小児医療施設（設備）整備事業
（地方公共団体及び地方独立行政法人を除く）

326,000④新生児医療担当医確保支援事業（基金）
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周産期母子医療センターへの補助金の検討について

（１）医師に対するタスクシェア

医療事務、臨床工学技師 等

（２）看護師に対するタスクシェア

看護助手、保育士、医療事務 等

→今後検討していきます。
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